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印
度
學
佛
敎
學
硏
究
第
六
十
七
巻
第
一
号　

平
成
三
〇
年
十
二
月

『
金
剛
界
降
三
世
五
重
結
護
』
所
説
の
観
法
に
つ
い
て

野

々

部

利

生

は
じ
め
に

空
海
（
七
七
四
―
八
三
五
）
の
入
定
よ
り
済
暹
（
一
〇
二
五
―
一
一
一
五
）

が
真
言
教
学
の
興
隆
を
成
す
ま
で
の
期
間
、
通
説
的
に
は
空
海
が
教
学

を
大
成
し
た
た
め
、
東
密
に
お
い
て
教
学
の
発
展
は
見
受
け
ら
れ
ず
、

主
に
事
相
の
法
流
が
発
展
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
済
暹

以
前
に
お
け
る
東
密
の
教
学
的
著
作
は
少
な
く
、
主
に
事
相
に
関
す
る

著
作
が
多
い
と
さ
れ
て
い
る
。

上
記
の
期
間
に
成
立
し
た
著
作
の
な
か
に
『
金
剛
界
降
三
世
五
重
結

護
』（
以
下
、『
降
三
世
五
重
結
護
』）
が
あ
る
。
こ
の
著
作
は
、
済
暹
の
著

作
に
空
海
撰
述
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
済

暹
の
活
躍
期
以
前
に
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
弘

法
大
師
全
集
（
以
下
、
弘
全
）
第
四
輯
の
真
偽
未
決
部
に
輯
録
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
空
海
仮
託
の
書
で
あ
る
た
め
か
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
さ

れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、『
降
三
世
五
重
結
護
』
の
内
容
は
、
金
剛
界
供
養

次
第
の
教
学
的
解
説
が
な
さ
れ
て
お
り
、
空
海
仮
託
の
書
で
は
あ
る

が
、
当
時
の
真
言
僧
が
い
か
な
る
教
理
的
解
釈
の
も
と
に
供
養
法
を
修

し
て
い
た
か
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
史
料
と
い
え
よ
う
。

当
稿
で
は
、
紙
数
の
都
合
上
『
降
三
世
五
重
結
護
』
の
冒
頭
部
分
に

説
か
れ
る
観
法
に
焦
点
を
当
て
て
、
当
該
内
容
の
検
討
を
試
み
た
い
。

一
　『
降
三
世
五
重
結
護
』
の
概
要

前
述
の
如
く
『
降
三
世
五
重
結
護
』
は
、
金
剛
界
念
誦
次
第
を
ベ
ー

ス
と
し
て
、
そ
の
教
理
的
理
解
が
示
さ
れ
る
著
作
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

『
降
三
世
五
重
結
護
』
は
、
念
誦
に
お
け
る
種
々
の
作
法
を
説
く
「
事

相
（
次
第
）
的
要
素
」
と
、
そ
れ
ら
の
教
理
的
理
解
を
示
す
「
教
理
的

解
説
要
素
」
が
煩
瑣
に
入
り
組
ん
で
い
る
著
作
で
あ
る
。

『
降
三
世
五
重
結
護
』
は
、
ま
ず
初
め
に
「
五
重
結
護
」
と
い
う
作

法
を
説
き
、
そ
の
後
に
「
数
息
観
」「
字
輪
観
」
に
つ
い
て
説
か
れ
る
。

「
五
重
結
護
」
に
つ
い
て
は
す
で
に
拙
稿
「
五
重
結
護
に
つ
い
て
」（『
豊

山
教
学
大
会
紀
要
』
第
四
六
号
、
二
〇
一
八
）
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
の

で
、
当
稿
で
は
『
降
三
世
五
重
結
護
』
に
お
け
る
「
数
息
観
」「
字
輪

観
」
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
き
た
い
。
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『
金
剛
界
降
三
世
五
重
結
護
』
所
説
の
観
法
に
つ
い
て
（
野
々
部
）

二
　
数
息
観
に
つ
い
て

「
五
重
結
護
」
の
後
、
唐
突
と
し
て
数
息
観
の
説
明
が
な
さ
れ
る
。

数
息
観
に
約
す
る
に
三
種
有
り
。
一
に
は
静
麤
息
、
二
に
は
寂
散
心
、
三
に
は

調
身
体
な
り
。
若
し
堪
る
者
は
結
跏
坐
し
、
若
し
堪
え
ざ
る
者
は
半
跏
坐
せ

よ
。
是
の
如
く
身
心
を
調
え
畢
て
一
切
智
の
真
言
を
誦
し
て
定
に
入
る
べ
し
。

端
身
正
念
に
し
て
大
乗
観
に
住
す
。
此
れ
よ
り
証
菩
提
心
真
言
に
至
る
を
名
て

凝
心
定
と
為
、
其
れ
よ
り
以
後
を
名
て
静
心
定
と
為
。
住
観
の
真
言
に
至
て
菩

提
心
満
月
輪
清
浄
の
道
理
を
観
ず
る
な
り
。 

（
弘
全
四
・
五
三
三
）

数
息
観
に
は
三
種
が
あ
り
、
静
麤
息
・
寂
散
心
・
調
身
体
の
三
種
で

あ
る
と
す
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
の
三
種
と
は
、
三
種
類
と
い
う
意
味

で
は
な
く
麤
い
息
を
静
め
、
散
漫
な
心
を
寂
し
、
身
体
を
調
え
る
三
段

階
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
当
該
書
に
五
相

成
身
観
の
詳
し
い
説
明
は
確
認
で
き
な
い
が
、
恐
ら
く
五
相
成
身
観
の

証
菩
提
心
真
言
ま
で
を
凝
心
定
と
し
、
そ
れ
以
後
を
静
心
定
と
し
て
い

る
と
推
測
さ
れ
、
こ
の
考
え
は
安
然
（
八
四
一
―
八
八
九
―
？
）
撰
『
金

剛
界
大
法
対
受
記
』
に
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
当
該
書
で
は
、
凝
心

定
・
静
心
定
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
は
な
い
。

三
　
字
輪
観
に
つ
い
て

字
輪
観
と
は
心
月
輪
上
に
種
子
を
布
字
す
る
も
の
で
あ
る
。
別
名
、

入
法
界
三
昧
観
、
法
界
三
昧
観
な
ど
と
も
言
い
、
入
我
我
入
観
・
正
念

誦
と
合
わ
せ
て
、
本
尊
と
行
者
の
身
・
語
・
意
を
平
等
に
す
る
観
想
で

あ
る
。
そ
れ
に
倣
っ
て
『
降
三
世
五
重
結
護
』
で
も
「
入
法
界
三
昧

観
」
と
称
し
て
登
場
す
る
。
し
か
し
、『
降
三
世
五
重
結
護
』
で
は
次

第
に
入
る
前
の
冒
頭
部
分
で
も
字
輪
観
の
解
説
が
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
二
種
の
字
輪
観
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
冒
頭
に
見
ら
れ
る
字
輪

観
に
つ
い
て
詳
し
く
み
て
み
た
い
。
ま
ず
当
該
字
輪
観
の
文
章
を
以
下

に
挙
げ
た
い
。

顕
現
の
真
言
に
至
て
心
満
月
輪
の
上
に
五
部
の
種
子
字
門
を
観
ず
る
な
り
。
此

に
四
重
有
り
。
先
ず
字
体
を
観
じ
、
後
に
字
義
を
想
ふ
。vam.

字
門
言
説
不
可

得
。hūm.

字
門
因
業
不
可
得
。trāh.

字
門
行
業
不
可
得
。hrīh.

字
門
智
業
不
可

得
。ah.

字
門
事
業
不
可
得
な
り
。
已
上
初
重
（
後
略
） 

（
弘
全
四
・
五
三
三
）

※
悉
曇
は
ロ
ー
マ
ナ
イ
ズ
し
て
示
す
。
以
下
、
同
様
。

こ
の
よ
う
に
顕
現
真
言
で
五
部
（
五
仏
）
す
な
わ
ち
仏
部
・
金
剛

部
・
宝
部
・
蓮
華
部
・
羯
磨
部
の
種
子
を
心
満
月
輪
に
置
く
こ
と
を
説

く
。
ま
た
、
紙
幅
の
都
合
上
、
初
重
の
後
は
割
愛
す
る
が
、
二
重
逆

順
、
三
重
逆
順
、
四
重
逆
順
と
四
重
の
観
想
を
す
べ
き
こ
と
を
説
く
。

本
来
、
字
輪
観
に
用
い
る
種
子
・
真
言
は
、
該
当
本
尊
の
種
子
・
真
言
、

ま
た
は
通
用
で
は
五
大
の
種
子
、
す
な
わ
ちa va ra ha kha

を
用
い
る
の

が
通
例
で
あ
る
。
例
え
ば
空
海
編
と
さ
れ
る
『
金
剛
界
黄
紙
次
第
』
に
は

次
字
輪
観
、a va ra ha kha

順
逆
に
観
じ
了
れ
。
心
月
輪
を
念
じ
現
前
に
漸
く

大
に
し
て
乃
至
、
法
界
に
周
遍
し
、
上
は
仏
果
自
り
下
は
衆
生
に
至
る
ま
で
所

有
る
一
切
法
は
皆
、
我
が
心
月
輪
に
現
ず
。 

（
弘
全
二
・
二
三
三
―
二
三
四
）



― 17 ―

『
金
剛
界
降
三
世
五
重
結
護
』
所
説
の
観
法
に
つ
い
て
（
野
々
部
）

と
あ
りa va ra ha kha

を
用
い
て
い
る
。

『
降
三
世
五
重
結
護
』
次
第
中
の
「
入
法
界
三
昧
観
」
で
は
、「
五
大

の
種
子
・
真
言
を
観
ず
（
弘
全
四
・
五
四
五
）」
と
の
指
南
が
あ
り
、
通

例
に
倣
っ
た
字
輪
観
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
一
方
で
冒
頭
に
説
か
れ
る

字
輪
観
は
五
部
の
種
子
を
用
い
、
一
つ
の
著
作
中
で
二
種
類
の
字
輪
観

が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
字
輪
観
の
後
に
、
五
智
の

出
生
に
つ
い
て
の
教
理
的
解
釈
が
述
べ
ら
れ
る
。

問
ふ
、
是
の
如
く
の
五
智
は
何
の
処
従
り
生
ず
る
や
。

答
ふ
、
自
心
界
従
り
出
生
す
る
な
り
。

問
ふ
、
其
の
出
生
の
方
如
何
や
。

答
ふ
、
阿
摩
羅
識
の
無
漏
の
本
不
生
の
理
とvam.
字
門
言
説
不
可
得
の
理
と

も
に
相
応
し
て
、
法
界
体
性
智
を
生
ず
る
な
り
。
阿
羅
耶
識
の
無
漏
の
本
不
生

の
理
とhūm.

字
門
因
業
不
可
得
の
理
と
も
に
相
応
し
て
、
大
円
鏡
智
を
生
ず

る
な
り
。
末
那
識
の
無
漏
の
本
不
生
の
理
とtrāh.

字
門
行
業
不
可
得
の
理
と
も

に
相
応
し
て
、
平
等
性
智
を
生
ず
。
末
那
識
﹇
意
歟
﹈
の
無
漏
の
本
不
生
の
理

とhrīh.

字
門
智
業
不
可
得
の
理
と
も
に
相
応
し
て
、
妙
観
察
智
を
生
ず
。
又

śah.  ks. a

﹇
眼
﹈ kra da ﹇
耳
﹈na ba

﹇
鼻
﹈ ji ha ba

﹇
舌
﹈ śī la

﹇
身
﹈
等
の
眼
等

の
五
識
の
無
漏
の
本
不
生
の
理
とah.

字
門
無
漏
の
本
不
生
の
理
と
も
に
相
応

し
て
、
成
所
作
智
を
生
ず
る
な
り
。
是
の
五
智
の
種
子
の
字
転
じ
て
五
三
昧
耶

身
を
生
ず
。 

（
弘
全
四
・
五
三
六
―
五
三
七
）

※﹇
大
括
弧
﹈
は
傍
注
の
記
述
を
示
す
。

自
身
の
識
の
理
と
五
部
の
理
、
そ
れ
ぞ
れ
が
相
応
し
て
五
智
を
出
生

す
る
こ
と
を
説
く
。
こ
こ
で
は
九
識
説
を
立
て
て
、
そ
れ
を
五
智
に
配

当
し
て
い
る
。
右
記
の
引
用
文
を
整
理
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

・
法
界
体
性
智
↓
阿
摩
羅
識
の
理
とvam.

字
門
言
説
不
可
得
の
理

・
大
円
鏡
智
↓
阿
羅
耶
識
の
理
とhūm.

字
門
因
業
不
可
得
の
理

・
平
等
性
智
↓
末
那
識
の
理
とtrāh.

字
門
行
業
不
可
得
の
理

・
妙
観
察
智
↓
意
識
の
理
とhrīh.

字
門
智
業
不
可
得
の
理

・
成
所
作
智
↓
前
五
識
の
理
とah.

字
門
無
漏
の
本
不
生
の
理

と
い
う
よ
う
に
、
九
識
説
を
立
て
て
い
る
。
そ
も
そ
も
空
海
は
、『
秘

密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
に
お
い
て

唯
蘊
・
抜
業
の
二
乗
は
但
し
六
識
を
知
り
、
他
縁
・
覚
心
の
両
教
は
但
し
八
心

を
示
す
。
一
道
・
極
無
は
但
し
九
識
を
知
り
、
釈
大
衍
に
は
十
識
を
説
き
、
大

日
経
王
に
は
無
量
の
心
識
、
無
量
の
身
等
を
説
く
。 

（
弘
全
一
・
三
九
八
）

と
、
九
識
説
は
一
道
無
為
心
（
天
台
）
と
極
無
自
性
心
（
華
厳
）
の
所
用

で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
九
識
説
を
採
用
す
る

『
降
三
世
五
重
結
護
』
が
空
海
の
著
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
考
え
難

い
。そ

し
て
識
と
五
部
が
相
応
す
る
こ
と
は
『
降
三
世
五
重
結
護
』
独
自

の
も
の
で
あ
る
も
の
の
、
識
よ
り
智
慧
を
生
じ
さ
せ
る
思
想
は
、
異
本

『
即
身
成
仏
義
』
や
『
秘
蔵
記
』
な
ど
に
み
ら
れ
る
転
識
得
智
の
思
想

と
類
似
す
る
。
転
識
得
智
の
考
え
を
空
海
が
有
し
て
い
た
か
に
つ
い
て

は
異
論
）
1
（

が
あ
る
。
仮
に
空
海
の
著
作
中
に
転
識
得
智
を
成
立
さ
せ
る
思

想
が
散
見
さ
れ
て
も
、
空
海
の
諸
著
作
で
字
輪
観
を
修
す
る
教
理
的
裏
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『
金
剛
界
降
三
世
五
重
結
護
』
所
説
の
観
法
に
つ
い
て
（
野
々
部
）

付
け
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
や
、
論
の
核
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
は
ま
ず
な
か
ろ
う
。
そ
の
た
め
、『
降
三
世
五
重
結
護
』
所
説
の

字
輪
観
は
、
空
海
の
思
想
と
は
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
と
め

検
討
の
結
果
、
ま
ず
数
息
観
に
つ
い
て
は
作
法
的
な
面
に
重
き
が
置

か
れ
、
教
理
的
解
説
を
示
さ
ず
、
凝
心
定
・
静
心
定
な
ど
の
概
念
も
判

然
と
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

字
輪
観
に
つ
い
て
は
、
五
部
の
種
子
を
用
い
る
特
異
な
字
輪
観
が
説

か
れ
、
教
理
的
意
義
付
け
が
み
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
九
識
の
理
と
五

部
の
理
を
相
応
さ
せ
て
、
五
智
を
出
生
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
『
降
三
世
五
重
結
護
』
所
説
の
字
輪
観
は
、
五
智
を
出
生
さ
せ

る
た
め
の
観
法
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
識
よ
り
智
慧
を
出
生
さ
せ
る
思
想
は
、『
降

三
世
五
重
結
護
』
と
同
じ
く
空
海
仮
託
の
書
と
さ
れ
る
異
本
『
即
身
成

仏
義
』
や
『
秘
蔵
記
』
に
も
み
ら
れ
る
転
識
得
智
の
思
想
と
類
似
す
る

も
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
こ
の
思
想
が
三
つ
の
仮
託
の
書
に
お
け
る
共

通
の
も
の
で
あ
り
、
教
学
研
究
が
盛
ん
で
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
頃
に

形
成
さ
れ
、
受
容
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
今
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

1　

米
田
﹇
一
九
九
六
﹈
に
お
い
て
、『
即
身
成
仏
義
』
に
「
我
覚
と
は
識

大
な
り
。
因
位
に
は
識
と
名
づ
け
、
果
位
に
は
智
と
謂
ふ
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
空
海
は
転
識
得
智
の
思
想
を
有
し
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。
し
か

し
、
加
藤
﹇
一
九
六
九
﹈﹇
二
〇
〇
二
﹈
に
お
い
て
、
空
海
に
転
識
得
智

の
思
想
は
な
い
と
し
て
い
る
。
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